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夕張長芋　期間・数量限定　お見逃しなく！
５月に植え付けされた長芋は、人知れず畑で生長を続けてきました。
電気牧柵で鹿の食害から守られた畑では、つるが伸び９月の最大期には２メートルを超える高さ

まで育ちます。１０月に入ると、きれいに紅葉した茎葉の部分が手作業で刈り取られ、いよいよ収
穫を迎えます。
１１月、栄養を蓄えながら土の中で生長を続けた長芋は、重機で慎重に掘り起こされ、最後は傷
をつけないように人の手で、丁寧に収穫していきます。
天候にも恵まれ、独特の甘みと強い粘りは今年も格別。期間・数量限定、お見逃しなく！
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平成２７年度 夕張市功労・善行表彰
～市政の発展向上に貢献～

平成２７年度の夕張市功労・善行表彰式が、１１月６日市役所で挙行されました。
多年にわたり、各分野で地道な努力を重ね、市政の発展向上に多大なる貢献のあった方々

に贈られるものです。表彰された方々をご紹介いたします。

「自治功労」

角 田 浩 晃 さん
（55 歳）

多年にわたり、議会の場を通して市
政の伸展に尽力されました。

「社会事業功労」

小 林 睦 子 さん
（60 歳）

多年にわたり、福祉活動に積極的に取り
組み、福祉のまちづくりに尽力されました。

「社会保険事業功労」

畠 山 　 朗 さん
（60 歳）

多年にわたり、国民健康保険事業の推進
を通し、市民の健康増進に尽力されました。

「交通安全実践功労」

川 元 健 一 さん
（73 歳）

多年にわたり、交通安全意識の高揚
と推進に尽力されました。

「　　　　　　　　　　　１件

（※寄付者の意志により氏名などは非公表）　
　
ゆうばり国際ファンタスティック映画祭開催及び
市内避難所の消耗品の配置のために多額の寄付をさ
れました。

「交通安全実践功労」

渡 辺 敏 美 さん
（68 歳）

多年にわたり、交通安全意識の高揚
と推進に尽力されました。

「農業功労」

政 氏 　 登 さん
（68 歳）

多年にわたり、農家経済の安定化及
び農業振興に尽力されました。

「消防防災功労」

仁 田 　 勝 さん
（68 歳）

多年にわたり、消防団員として消防
及び災害の防止に尽力されました。

「交通安全実践功労」

石 坂 鉄 男 さん
（69 歳）

多年にわたり、交通安全意識の高揚
と推進に尽力されました。

「商工鉱業功労」

澤 田 宏 一 さん
（75 歳）

多年にわたり、地域経済の活性化策
に尽力されました。

「自治功労」

千 葉 明 正 さん
（75 歳）

多年にわたり、教育政策及び地域住民の教
育ニーズの伝達等、教育行政に尽力されました。

「社会事業功労」

平田千鶴子 さん
（71 歳）

多年にわたり、福祉活動に積極的に取り
組み、福祉のまちづくりに尽力されました。

ひら　　た　　ち　 づ　　こ

かく　　た　　 ひろ　 あき

ち　　　ば　　あき　 まさ

こ　　ばやし　むつ　　 こ

はたけ　やま　　　　　あきら

かわ　　もと　　けん　 いち

わた　　なべ　　とし　　み

まさ　　うじ　　　　　のぼる

にっ　　た　　　　　 まさる

いし　 ざか　 てつ　　 お

さわ　　だ　　こう　 いち

功 労 表 彰

善 行 表 彰



広報ゆうばり　２０１５年１２月号３３





























夕
張
市
は
高
齢
化
が
進
み
、
特
に

75
歳
以
上
の
割
合
が
高
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
目
標

と
し
て
、
健
康
寿
命
の
更
な
る
延
伸
、

生
活
の
質
の
向
上
、
社
会
参
加
や
社

会
貢
献
な
ど
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

健
康
寿
命
の
更
な
る
延
伸
に
向
け

て
健
康
度
の
高
い
高
齢
者
に
つ
い
て

は
、
就
労
や
社
会
参
加
を
促
進
す
る
一

方
で
、
疾
病
な
ど
に
よ
る
虚
弱
化
を

予
防
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
す
。

現
状
と
目
標

◆
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増

加
を
抑
制

介
護
保
険
認
定
者
の
多
く
を
占
め

る
脳
血
管
疾
患
や
血
管
障
害
を
起
こ

す
因
子
な
ど
の
予
防
に
努
め
、
高
齢

者
が
要
介
護
状
態
と
な
る
時
期
を
遅

ら
せ
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。

◆
認
知
機
能
低
下
の
リ
ス
ク
を
予
防

夕
張
市
で
は
、
介
護
認
定
者
の
原

因
疾
患
が
脳
血
管
疾
患
の
割
合
が
高

い
た
め
、
認
知
機
能
障
害
の
進
展
予

防
に
つ
な
が
る
と
い
わ
れ
て
い
る
脳
血

管
疾
患
な
ど
の
予
防
に
よ
り
、
脳
細

胞
を
守
る
活
動
が
重
要
で
す
。
よ
り

予
防
的
視
点
で
の
保
健
活
動
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

◆
運
動
器
症
候
群
（
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
〜
以
下
ロ
コ
モ
）
の
予
防

ロ
コ
モ
と
は
、
運
動
器
の
衰
え
、
加

齢
や
生
活
習
慣
が
原
因
と
さ
れ
る
障

害
に
よ
っ
て
、
要
介
護
に
な
る
リ
ス
ク

が
高
ま
る
状
態
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

高
齢
者
に
多
い
と
さ
れ
る
関
節
症

や
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
に
よ
る
骨
折
が

原
因
と
な
る
運
動
器
の
痛
み
の
発
生

も
あ
り
ま
す
が
、
運
動
不
足
や
体
力

低
下
、
肥
満
な
ど
生
活
習
慣
が
関
係

し
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ロ
コ
モ
の
普
及
啓
発
な
ど
を

通
し
て
、
運
動
器
の
不
具
合
や
運
動

器
の
痛
み
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を

知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対　

策

◆
疾
患
の
発
症
予
防
・
重
症
化
予
防

の
た
め
に
生
活
習
慣
病
対
策
の
推
進
。

◆
関
節
疾
患
の
予
防
対
策
の
推
進
。

介
護
保
険
認
定
者
に
多
く
み
ら
れ

る
原
因
疾
患
を
予
防
し
て
い
き
ま
す
。

★
「
介
護
予
防
！
ゆ
う
ば
り
脳
ト
レ

運
動
教
室
」
開
催
中

介
護
予
防
の
観
点
で
体
力
向
上
の

た
め
の
運
動
と
、
認
知
機
能
を
維
持

向
上
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

保
健
師　

馬
渕　

知
美

　

健
康
ゆ
う
ば
り
21

　
　
「
高
齢
者
の
健
康
」
に
つ
い
て

道
道
真
谷
地

停
車
場
線

市
営
住
宅　

恵

紅葉山 沼ノ沢 清水沢 千代田 末広

雪捨場

雪捨場 雪捨場
雪捨場 雪捨場

JR
新夕張駅

旧緑陽中学校

緑陽工業団地

旧緑小学校

旧ドンベーズ球場

交番

JR
沼ノ沢駅

JR
夕張駅

ホテル
マウントレースイ

はまなす
会館

平和
浄化センター

夕張郵便局本局

旧真谷地
プール

夕張
インター

冬
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

    
除
排
雪
作
業
に
協
力
を

冬
を
安
全
で
快
適
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
除
排
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

除
排
雪
作
業
を
円
滑
に
行
う
に

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必

要
で
す
。

国
道
、
道
道
と
の
交
差
点
な
ど

は
、
国
や
北
海
道
の
協
力
に
よ
り

段
差
の
解
消
を
行
い
、
わ
だ
ち
に

つ
い
て
は
直
営
車
両
に
よ
り
市
民

生
活
に
最
低
限
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
に
日
中
の
体
制
で
対
応
し
ま

す
。

[

除
雪
体
制]

除
雪
作
業
は
、
午
前
３
時
ま
で

に
15
㎝
を
超
え
た
と
き
や
、
早
朝

に
か
け
て
15
㎝
以
上
の
降
雪
が
確

実
視
さ
れ
る
と
き
。
地
域
の
状
況

や
降
雪
・
雪
質
の
状
況
に
よ
っ
て

は
15
㎝
未
満
で
も
出
動
し
ま
す
。

作
業
時
間
は
、
午
前
３
時
過
ぎ
か

ら
、
皆
さ
ん
の
通
勤
、
通
学
な
ど

に
間
に
合
う
よ
う
に
午
前
７
時
頃

ま
で
に
終
え
る
予
定
で
す
が
、
気

象
条
件
や
降
雪
に
よ
っ
て
は
、
時

間
内
に
終
わ
ら
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

特
に
吹
雪
な
ど
、
前
が
見
え
な

い
と
き
は
事
故
防
止
の
た
め
、
作

業
を
一
時
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

[

除
雪
作
業
に
つ
い
て
の
お
願
い]

★
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

★
道
路
に
物
を
置
か
な
い
。

★
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
。

★
置
き
雪
の
除
雪
は
、
各
家
庭
で

処
理
願
い
ま
す
。

★
子
ど
も
た
ち
を
作
業
中
の
除
雪

機
械
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
、
声

か
け
し
て
く
だ
さ
い
。

[
雪
捨
て
場]

市
で
管
理
し
て
い
る
雪
捨
て
場

は
、
５
カ
所
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
に
指
示
看
板
が
あ
り
ま
す
の

で
、
順
序
良
く
危
険
の
な
い
よ
う

に
捨
て
て
く
だ
さ
い
。
請
負
な
ど

で
捨
て
る
場
合
は
、
捨
て
た
雪
を

押
し
て
く
だ
さ
い
。

※
例
年
、
雪
捨
て
場
に
雪
と
一
緒

に
ゴ
ミ
を
捨
て
て
い
る
方
が
い
ま

す
。
不
法
投
棄
に
な
り
ま
す
の
で
、

絶
対
や
め
て
く
だ
さ
い
。

※
時
間  

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

[

除
雪
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先]

◆
市
道　

市
建
設
農
林
課
都
市
計

画
土
木
係　
　

☎
52
―
３
１
５
９

◆
国
道　

札
幌
開
発
建
設
部
岩
見

沢
道
路
事
務
所
維
持
課

☎
０
１
２
６
―
22
―
４
０
０
０

◆
道
道　

北
海
道
札
幌
建
設
管
理

部
長
沼
出
張
所

☎
０
１
２
３
―
88
―
２
３
４
６

《
雪
捨
て
場
》



広報ゆうばり　２０１５年１２月号 44

成
26
年
度
に
お
け
る
人
事
行

政
の
運
営
な
ど
の
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
後
日
、夕
張
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

職
員
の
採
用
や

　

退
職
と
競
争
試
験
の
状
況

⑴
採
用
と
競
争
試
験
（
平
成
26
年

度
採
用
分
）

⑵
退
職
（
平
成
26
年
度
退
職
分
）

勤
務
時
間
そ
の
他

　
　
　
　

勤
務
条
件
の
状
況

⑴
勤
務
時
間

⑵
休
暇
な
ど
の
状
況

①
年
次
休
暇

一
の
年
に
つ
き
20
日
間
与
え
ら

れ
、
翌
年
に
20
日
を
限
度
に
繰
り
越

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成
26
年
の

一
人
当
た
り
平
均
日
数
は
７・３
日

で
取
得
率
は
18
・
４
％
で
し
た
。

②
そ
の
他
の
休
暇

病
気
休
暇
の
ほ
か
出
産
休
暇
な

ど
の
特
別
休
暇
が
条
例
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
介
護
休
暇
や
組
合

休
暇
は
無
給
休
暇
と
し
て
条
例
で

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
育
児
休
業･

部
分
休
業
の
取
得

状
況育

児
休
業
は
育
児
休
業
法
に
よ

り
子
が
満
３
歳
に
達
す
る
ま
で
の

間
職
務
に
専
念
す
る
義
務
が
免
状

さ
れ
る
制
度
で
す
が
、
平
成
26
年

度
に
取
得
し
た
職
員
は
０
人
で
す
。

分
限
と
懲
戒
処
分
の
状
況

⑴
分
限
処
分

分
限
処
分
と
は
任
命
権
者
が
職

員
の
意
に
反
す
る
処
分
を
で
き
る

場
合
で
あ
り
、
平
成
26
年
度
に
処

分
を
受
け
た
職
員
は
３
人
で
す
。

⑵
懲
戒
処
分

懲
戒
処
分
は
本
人
の
行
為
に
対
す

る
制
裁
的
性
格
を
有
す
る
処
分
で

あ
り
、
平
成
26
年
度
に
処
分
を
受

け
た
職
員
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

服
務
の
状
況

職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に

関
す
る
承
認
の
状
況

職
員
は
勤
務
時
間
中
、
職
務
に
専

念
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
特
例
で
研
修
や
定
期

健
康
診
断
な
ど
を
受
け
る
時
間
に

限
り
、
任
命
権
者
の
承
認
に
よ
り

こ
の
義
務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
平

成
26
年
度
は
延
べ
52
件
の
申
請
が

あ
り
す
べ
て
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

研
修
と
勤
務
成
績
の

特
例
に
関
す
る
承
認
の
状
況

⑴
職
員
研
修

職
員
に
は
勤
務
能
率
の
増
進
な

ど
の
た
め
研
修
を
受
け
る
機
会
を

与
え
ら
れ
ま
す
が
、
平
成
26
年
度

は
派
遣
研
修
な
ど
に
延
べ
32
人
の

職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

⑵
勤
務
成
績
の
評
定

職
員
の
正
式
任
用
と
昇
任
時
（
主

事
、
主
事
補
等
）
に
試
験
と
勤
務

成
績
の
評
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

職
員
の
福
祉
と

　
　
　
　

利
益
保
護
の
状
況

⑴
健
康
診
断

職
員
に
は
安
全
衛
生
管
理
規
則

に
よ
り
、
各
種
の
健
康
診
断
な
ど

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

平
成
26
年
度
は
定
期
健
康
診
断
な

ど
延
べ
１
８
５
人
の
職
員
が
受
診

し
ま
し
た
。

⑵
公
務
災
害
の
認
定

⑶
職
員
福
利
厚
生
会

地
方
公
務
員
法
第
42
条
の
規
定

に
よ
り
、
職
員
の
福
利
厚
生
事
業

を
行
う
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、

職
員
の
会
費
と
市
の
交
付
金
な
ど

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成

17
年
度
以
降
は
市
か
ら
交
付
金
は

交
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

消防職

合　計

事務職

技術職

労務職

一　般
行政職

5

0

0

0

5

3

0

0

0

3

区 分 計普通

0

0

0

0

0

死亡

2

0

0

0

2

定年

0

0

0

0

0

勧奨

0

0

0

0

0

分限

0

0

0

0

0

懲戒

始 業

就 業

休憩時間

週 休 日

８時 45 分

17 時 30 分

60 分

土・日曜日

勤務時間の
割り振り

勤 務 時 間 週３８時間４５分
（１日7時間 45 分）

行政職

消防職

合　計

79

21

100

5

0

5

1

1

2

2

0

2

0

0

0

8

1

9

大学卒 短大卒
競 争 試 験
採 用

高校卒
選考

区 分 受験者数
小計

（単位 : 人）

公務災害

通勤災害

0　人

0　人

区 分 件 数
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表１．人件費の状況（平成26年度普通会計決算）

区　分

26 年度 9,362人 12,554,918 千円 874,476 千円 7.0％

歳出Ａ住民基本台帳
（27.３.31 現在）

人件費率
（Ｂ／Ａ）人件費Ｂ

表２．職員給与の状況（平成26年度普通会計決算）

区　分

26 年度 125人 367,259千円 135,975千円 127,357千円 630,591千円 5,045千円

職員数Ａ 期末・勤勉
手 当 計　　B

１人当たり
の給与費
（Ｂ／Ａ）給　　料 職員手当

給　　　　与　　　　費

表３．一般行政職初任給
区　分 市 国（一般職）

一　般
行政職 高卒

大卒 156,000 円

127,200 円

174,200 円

142,100 円

表４．期末・勤勉手当
区　分 期　末 勤　勉

0.80月分
1.00月分
1.80月分

0.75月分
0.75月分
1.50月分

6月
12月
計

注 １ 記載の数値は「地方財政状況調査」の普通会計決算によるものです。
　 ２ 歳出Ａは、歳出総額から前年度繰上充用金（本年度は 0 円）を除いた実質的な2６年度の歳出額です。

・職制、職務上の級などによる加算を
廃止しています。
・独自削減により期末手当を0.8ヵ月分
削減しています。

表６．特別職の給料、報酬など

区　分 期末手当給料または
報　　　酬
259,000 円
－　円

230,000 円
200,000 円
180,000 円

６月～1.125月
12月～1.325月
（平成２３年７月より当
市に副市長を置かな
いことにしました。）

市 長
副 市 長
議 長
副 議 長
議 員

表５．退職手当
勤続年数 自己都合 勧奨・定年

21.00月分
33.75月分
43.00月分
43.00月分

26.25月分
40.50月分
48.00月分
48.00月分

20 年
25 年
35 年
最高限度
定年前早期退職特例措置の廃止

表７．定員の状況
職員区分 26年度 27 年度 増　減

一般行政部門
教 育 部 門
消 防 部 門
普 通 会 計
水 道 会 計
そ の 他 会 計
公営企業等会計
合 計

76人
11人
39人
126人
3人
16人
19人
145人

77人
10人
40人
127人
3人
16人
19人
146人

 1人
▲ 1人
1人
1人
0人
0人
0人
1人

給
与
の
状
況

市
職
員
の
給
与
は
、
そ
の
職
務
と

責
任
に
応
じ
た
基
本
給
と
し
て
の
給

料
と
、
扶
養
手
当
・
通
勤
手
当
な
ど

の
諸
手
当
を
含
め
て
支
給
さ
れ
、
給

与
の
額
は
国
や
民
間
企
業
の
状
況
を

考
慮
し
、
市
議
会
の
議
決
を
経
て
条

例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
下
、
平
成
26
年
度
決
算
の
状

況
と
平
成
27
年
４
月
１
日
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
本
市
は
財
政
再

建
の
た
め
、
平
成
19
年
度
か
ら
平

成
21
年
度
ま
で
平
均
30
％
、
平
成

22
年
度
か
ら
平
均
20
％
の
給
料
削

減
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
均
15
％

の
給
料
削
減
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⑴
人
件
費

人
件
費
に
は
、
職
員
に
支
給
す
る

給
与
、
使
用
者
が
負
担
す
る
共
済

費
の
ほ
か
、
特
別
職
の
給
料
、
市

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
と
各
種
委

員
の
報
酬
な
ど
、
幅
広
い
範
囲
の

費
用
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

表
１
は
、
平
成
26
年
度
普
通
会

計
決
算
の
歳
出
の
状
況
で
す
。
歳

出
全
体
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合

は
７
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵
職
員
の
給
与

表
２
は
、
平
成
26
年
度
決
算
に
お

け
る
職
員
給
与
費
の
内
訳
で
す
。

給
与
費
と
は
人
件
費
の
う
ち
職
員

に
毎
月
支
給
さ
れ
る
給
料
、
扶
養

手
当
な
ど
の
各
種
手
当
と
民
間
の
賞

与
に
相
当
す
る
期
末
・
勤
勉
手
当
な

ど
の
支
給
額
の
合
計
を
い
い
ま
す
。

⑶
給
料
と
初
任
給

給
料
の
月
額
は
給
料
表
で
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

表
３
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日

現
在
の
一
般
行
政
職
の
初
任
給
を

表
し
て
い
ま
す
。

⑷
期
末
・
勤
勉
手
当
と
退
職
手
当

表
４
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日

現
在
の
民
間
企
業
の
賞
与
に
相
当

す
る
期
末
・
勤
勉
手
当
の
状
況
を

表
し
て
い
ま
す
。

退
職
手
当
は
、
表
５
の
と
お
り

退
職
理
由
と
勤
続
年
数
に
応
じ
た

支
給
率
に
退
職
時
の
給
料
月
額
を

乗
じ
て
算
出
さ
れ
ま
す
。

⑸
特
別
職
の
給
料
と
報
酬

市
長
な
ど
の
給
料
、
市
議
会
議
員

の
報
酬
と
期
末
手
当
は
、
表
６
の

と
お
り
で
す
。
こ
れ
ら
の
特
別
職

の
給
与
な
ど
は
市
議
会
の
議
決
を

経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
特
別

職
の
給
料
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市

長
の
約
70
％
削
減
を
は
じ
め
大
幅

に
削
減
し
て
い
ま
す
。

⑹
定
員
の
状
況

表
７
は
、
４
月
１
日
現
在
の
職

員
数
を
前
年
度
と
の
比
較
で
表
し

て
い
ま
す
。

本
年
度
よ
り
教
育
部
門
か
ら
教

育
長
は
計
上
し
て
い
せ
ん
。
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1
2
3
4
5
6
7
8

市 税
地 方 交 付 税
使用料及び手数料
国・道 支 出 金
寄附金・繰入金
繰 越 金
市 債
そ の 他

8億 389万円
48億 4,842 万円
5億 9,754 万円
19億 3,786 万円
10億 9,427 万円

237 万円
6億 8,434 万円
5億 9,623 万円
105億6,492万円

市民税･固定資産税など

普通交付税･特別交付税など

公営住宅･共同浴場などの使
用料、ごみ処理などの手数料
特定の事業に対し、国･道から
交付される収入

寄附金･基金繰入など

平成 26年度剰余金など

事業を実施する場合の長期借
入金

譲与税、交付金など

5 億 878 万円
26億 4,078 万円
2億 7,726 万円
5億 5,719 万円
1億 618 万円
6億 7,860 万円

0万円
2億 2,422 万円
49億 9,301 万円

63%
54%
46%
29%
10%

28573%
0%
38%
47%

科 目 主な内容 予算現額 収入済額 収入率

合 計

【 一　般　会　計 】
（歳入）

市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
入 湯 税
都 市 計 画 税

3億 2,741 万円
3億 3,643 万円

1,925 万円
7,398 万円
1,416 万円
3,266 万円

8億 389 万円

1億 9,980 万円
2億 2,894 万円

1,808 万円
3,619 万円
666 万円
1,911 万円

5億 878 万円

61%
68%
94%
49%
47%
59%
63%

科 目 予算現額 収入済額 収入率

合 計

【 市税収入の内訳（９月末現在） 】

国民健康保険事業会計

市 場 事 業 会 計
公共下水道事業会計
介護保険事業会計
診療所事業会計
後期高齢者医療事業会計

18億 7,132 万円
1万円

2億 7,909 万円
16億 7,517 万円
1億 965 万円
2億 5,099 万円

6億 5,613 万円
0万円

1,559 万円
6億 1,914 万円

0万円
8,580 万円

35%
50%
6%
37%
0%
34%

会計区分 予算現額 収入済額 収入率

【 特 別 会 計 】
（歳入）

住 宅、浴 場、集 会 施 設 整 備
土 木 関 係 施 設 整 備
教 育 関 係 施 設 整 備
観 光・産 業 関 係 施 設 整 備
福 祉 施 設 整 備
退 職 手 当
下 水 道 施 設 整 備
再 生 振 替 特 例 債
そ の 他

※水道事業会計を除く

前年（平成 26年 9月末）現在高
差引増減

17億 2,846 万円
3億 4,273 万円
6億 5,121 万円
1億 1,973 万円

3,843 万円
5億 8,083 万円
11億 5,748 万円
269 億 3,192 万円
72億 8,423 万円
388 億 3,502 万円

409 億 1,726 万円
▲20億 8,224 万円

4%
1%
2%
0%
0%
2%
3%
69%
19%
100%

区　　　　　分 元金残高 構成比

合　　　　計

【 長期借入金現在高（９月末現在） 】

国民健康保険事業会計

市 場 事 業 会 計
公共下水道事業会計
介護保険事業会計
診療所事業会計
後期高齢者医療事業会計

18億 7,132 万円
1万円

2億 7,909 万円
16億 7,517 万円
1億 965 万円
2億 5,099 万円

7億 3,683 万円
0万円

1億 1,722 万円
6億 5,265 万円

7,246 万円
8,699 万円

39%
0%
42%
39%
66%
35%

会計区分 予算現額 執行済額 執行率
（歳出）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
そ の 他

5,564 万円
11億 2,197 万円
23億 3,367 万円
9億 2,062 万円
11億 2,123 万円
3億 4,137 万円
2億 8,073 万円
36億 8,208 万円
7億 761 万円

105億6,492万円

議会運営費、議員報酬など

戸籍、徴税、一般事務経費、
人件費など
社会福祉、児童福祉、生活保
護など
共同浴場、し尿・ごみ処理、病
気予防など
道路、公営住宅、公園、除雪な
ど

消防、防災など

学校教育、社会教育など

借入金元利返済

農林業費、商工費、諸支出金
など

2,843 万円
3億 2,079 万円
8億 1,185 万円
2億 4,488 万円
2億 72万円

1億 3,979 万円
1億 2,063 万円
18億 1,061 万円
2億 4,004 万円
39億 1,774 万円

51%
29%
35%
27%
18%
41%
43%
49%
34%
37%

科 目 主な内容 予算現額 執行済額 執行率

合 計

（歳出）

※平成 26年度からの繰越明許費　1億 3,636 万円　を含む。

※水道事業会計を除く

問合せ先　　
市財務課財政係　☎52－3122

平成２７年度　各会計予算執行状況
夕張市の平成 27年度上期（4月～ 9月）の予算執行状況をお知らせします。
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〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

キ
ラ
リ
！

図
書
館
を
市
民
へ
開
放　

９
月
１
日

９
月
１
日
か
ら
、
学
校
図
書
を
市
民
へ
の

開
放
を
始
め
ま
し
た
。
本
校
は
、
市
民
に
夕

張
高
校
を
開
放
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
高
校

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

夕
張
市
に
図
書
館
が
な
い
こ
と
か
ら
、
市
民

が
気
軽
に
読
書
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
当
分
の
間
は
閉
架
式
貸
出
と
し
、
市

民
が
蔵
書
を
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
検
索
し
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み
、
毎
週
金
曜
日
に
事
務

窓
口
で
貸
し
出
す
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。
新

聞
や
広
報
ゆ
う
ば
り
で
周
知
し
、
現
在
も
市

民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
続
い
て
い
ま
す
。

市
民
利
用
第
１
号
は
、
本
校
の
清
掃
を
担

当
し
て
い
る
方
で
、「
村
上
一
族
の
娘
」
上
下

巻
を
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
弘
済
会
か
ら
も
図
書
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
、
今
後
も
ま
す
ま
す
蔵
書
を

充
実
し
、
生
徒
や
市
民
に
親
し
ま
れ
る
学
校

図
書
館
を
目
指
し
ま
す
。

弦
楽
四
重
奏
の
音
楽
鑑
賞　

９
月
16
日

東
京
都
交
響
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
夕
張
」
の
一
環
と

し
て
、
夕
張
中
学
校
、
夕
張
高
校
の
２
会
場
で
、

弦
楽
四
重
奏
の
演
奏
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ア
ニ
メ
映
画
主
題
歌
な
ど
９

曲
の
演
奏
と
、
弦
楽
器
の
紹
介
な
ど
の
楽
し
い

ト
ー
ク
を
交
え
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」
の
演
奏
に
歓
声
が
あ

が
る
な
ど
、
演
奏
者
と
膝
が
接
触
す
る
ほ
ど
の

近
い
環
境
で
、
プ
ロ
の
弦
楽
の
演
奏
を
聞
き
、

音
色
や
指
使
い
に
接
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

保
護
者
や
卒
業
生
も
一
緒
に
鑑
賞
し
ま
し
た
。

２
年
生
の
宮
岸
遊
貴
さ
ん
は
、「
自
分
は
吹

奏
楽
部
に
所
属
し
、
将
来
も
音
楽
に
携
わ
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
プ
ロ
の
生
演
奏
を
こ

ん
な
近
く
で
聞
く
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
感

激
し
ま
し
た
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

体
育
祭　

９
月
17
、
18
日

運
動
に
親
し
む
態
度
と
体
力
の
向
上
を
図

り
、
集
団
の
中
で
の
責
任
感
と
連
帯
感
を
養

う
こ
と
を
目
的
に
、
夕
高
体
育
祭
が
２
日
間

に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
運
動
会
で
、
ク
ラ
ス
対
抗
大
縄

跳
び
、
綱
引
き
、
玉
入
れ
な
ど
の
団
体
競
技

と
、
各
ク
ラ
ス
か
ら
選
抜
さ
れ
た
選
手
に
よ
る

１
０
０
ｍ
走
、
６
０
０
ｍ
リ
レ
ー
な
ど
、
日

頃
の
体
育
の
授
業
や
部
活
動
で
鍛
え
た
身
体

を
競
い
ま
し
た
。

学
級
対
抗
リ
レ
ー
で
は
、
ク
ラ
ス
全
員
で
ト

ラ
ッ
ク
15
周
を
競
い
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
は
、

そ
れ
ぞ
れ
一
人
一
人
の
走
る
距
離
、
男
女
の

順
番
、
２
回
走
る
選
手
の
選
考
な
ど
の
戦
略

を
考
え
、
前
日
ま
で
練
習
し
て
望
み
ま
し
た
。

２
日
目
は
球
技
大
会
を
実
施
し
、
男
子
は

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
女
子
は
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
、
総
当
た
り
リ
ー
グ
戦
で
行
い
ま
し
た
。

３
年
生
は
、
生
徒
会
執
行
部
の
最
後
の
行
事

と
し
て
、
競
技
の
進
行
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

後
輩
に
伝
統
を
伝
え
る
た
め
、
グ
ラ
ン
ド
に

ト
ラ
ッ
ク
の
作
成
方
法
、
小
学
校
か
ら
物
品

の
借
用
方
法
な
ど
、
競
技
以
外
で
の
活
動
に

も
気
配
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

２
日
間
と
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
夕
張
市
民
生
委
員

８
人
の
協
力
で
、
昼
食
に
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
豚

汁
を
全
校
生
徒
に
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
生
徒
は
、
体
育
館
で
民
生
委
員
の
皆
さ
ん

か
ら
給
仕
を
し
て
い
た
だ
き
、「
ご
ち
そ
う
さ

ま
、
お
い
し
か
っ
た
」
と
ひ
と
り
ひ
と
り
が
声

に
し
て
、
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

民
生
委
員
の
仁
杉
ゆ
み
こ
様
は
「
生
徒
か

ら
ご
ち
そ
う
さ
ま
、
お
い
し
か
っ
た
と
言
っ

て
も
ら
い
、
久
し
ぶ
り
に
高
校
生
と
直
接
話

す
こ
と
で
、
新
鮮
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。」

な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

夕
張
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
地
域
版
総

合
戦
略
を
考
え
る　

９
月
16
日

３
年
生
の
「
家
庭
総
合
」
に
お
い
て
、
北
海

道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
室
都
市
地
域
デ
ザ

イ
ン
研
究
室
の
学
生
か
ら
「
夕
張
市
ま
ち
づ
く

り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
若
者
の
定
住
と
子
育
て
環
境
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

大
学
院
生
か
ら
南
清
水
沢
地
区
に
公
共
施

設
を
集
中
さ
せ
、
子
育
て
世
帯
や
高
齢
者
の
居

住
地
域
、
医
療
施
設
な
ど
複
合
型
を
目
指
す

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
と
模
型
を
使
っ
て

説
明
を
受
け
た
３
年
生
は
「
若
者
（
子
育
て
世

帯
）の
定
住
」と「
雇
用（
働
く
場
所
）の
創
出
」

の
観
点
か
ら
夕
張
市
に
住
み
続
け
る
た
め
の
課

題
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

自
分
達
が
こ
れ
か
ら
の
子
育
て
世
代
の
代

表
で
あ
り
、
夕
張
市
の
勤
労
者
の
中
心
と
な

る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
討
議
は
意
欲
的
に
熱
心

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
活
の
利
便
性
の
課
題
と
し
て
、
専
門
分
野

の
病
院
、
テ
レ
ビ
の
電
波
の
悪
さ
、
交
通
の
不

便
さ
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
、
Ｃ
Ｂ
Ｍ
を
扱
う
上

で
の
危
険
性
や
費
用
の
問
題
、
夕
張
の
自
然
を

活
用
し
た
新
た
な
農
業
、
農
業
以
外
の
働
く

場
所
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

「
夕
張
市
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
全

て
の
生
徒
が
課
題
と
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、「
夕
張
市
地
域
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
地
方
版
総
合
戦
略
策
定
委

員
会
」
に
て
、
策
定
委
員
で
あ
る
本
校
の
代

表
生
徒
が
伝
え
る
予
定
で
す
。

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
１
１
０
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市
営
・
道
営
住
宅
冬
季
対
策

本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
時
季
と

な
り
ま
し
た
。
住
宅
の
冬
季
対
策

に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

設
備
な
ど
の
点
検

◆
水
落
と
し
は
正
常
に
作
動
し
て

い
ま
す
か
？

◆
灯
油
タ
ン
ク
か
ら
暖
房
器
具
ま

で
の
ゴ
ム
ホ
ー
ス
の
劣
化
に
よ
り
、

床
な
ど
に
灯
油
が
漏
れ
た
跡
な
ど

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
事
前
に
点
検

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
専
門
業
者

に
確
認
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

長
期
間
の
留
守

◆
冬
に
長
期
に
わ
た
り
住
宅
を
留

守
に
す
る
場
合
は
、
水
落
し
は
も

ち
ろ
ん
、
必
ず
排
水
口
に
不
凍
液

を
入
れ
（
凍
結
に
よ
り
便
器
が
割

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）、
留
守

に
す
る
こ
と
を
市
に
届
け
出
し
ま

し
ょ
う
。

除
雪
な
ど
に
つ
い
て

◆
通
路
な
ど
の
共
用
部
分
は
入
居
者

の
皆
さ
ん
で
協
力
し
、
ト
ラ
ブ
ル
の
無

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
入
居
住
宅
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し

は
、
入
居
者
が
責
任
を
持
っ
て
行
い

ま
し
ょ
う
。

過
去
に
実
際
に
発
生
し
た
事
例

◆
水
落
と
し
を
し
な
か
っ
た
た
め
に

水
道
が
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
。

◆
ア
パ
ー
ト
で
物
置
に
置
い
た
灯
油

タ
ン
ク
の
ゴ
ム
ホ
ー
ス
の
ひ
び
割
れ
に

気
が
つ
か
な
か
っ
た
た
め
、
下
の
階

に
灯
油
が
漏
れ
て
し
ま
っ
た
。

◆
屋
根
の
雪
を
一
度
も
下
ろ
さ
な

か
っ
た
た
め
に
軒
先
が
折
れ
て
し

ま
っ
た
。

◆
長
期
留
守
に
し
た
が
、
不
凍
液

を
入
れ
な
か
っ
た
た
め
、
帰
宅
し
た

際
ト
イ
レ
の
水
が
流
れ
な
か
っ
た
。

※
い
ず
れ
の
場
合
も
入
居
者
に
多
大

な
費
用
負
担
が
発
生
し
ま
す
。
冬
季

対
策
を
忘
れ
ず
に
行
って
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
建
築
住
宅
係 

☎
52
―
３
１
１
９

里
親
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

〜
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す
〜

◆
里
親
と
は

様
々
な
事
情
に
よ
っ
て
、
家
庭

で
暮
ら
せ
な
く
な
っ
た
子
供
た
ち

を
、
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
て
、

温
か
い
愛
情
と
理
解
を
も
っ
て
養

育
す
る
方
の
こ
と
で
す
。

◆
里
親
制
度
と
は

児
童
福
祉
法
に
基
づ
い
て
、
里
親

と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
方
に
、
子

ど
も
の
養
育
を
委
託
す
る
制
度
で

す
。

◆
里
親
に
な
る
に
は

一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ

ば
、
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
里
親
に
望
ま
れ
る
こ
と
は
、

子
ど
も
が
大
好
き
で
明
る
く
健
康

的
な
家
庭
で
あ
る
こ
と
で
す
。

◆
里
親
に
な
っ
た
と
き
の
費
用
は

里
親
に
は
、
養
育
費
と
し
て
里

親
手
当
、
生
活
費
、
学
校
教
育
費
、

子
ど
も
の
医
療
費
な
ど
が
支
給
。

※
里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る
方
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
係 

☎
52
―
３
１
６
８

無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金

母
子
・
父
子
家
庭
の
児
童
や
、
寡

婦
が
扶
養
し
て
い
る
児
童
の
進
学

や
就
職
に
必
要
な
資
金
を
無
利
子

で
お
貸
し
し
ま
す
。

各
貸
付
金
の
限
度
額
は
私
立
や
国

公
立
学
校
、
自
宅
通
学
や
自
宅
外
通

学
、
就
学
学
年
な
ど
で
異
な
り
ま
す
。

申
込
み
方
法
な
ど
詳
細
は
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

【
就
学
支
度
資
金
】

貸
付
限
度
額

○
国
公
立
高
等
学
校
　
　

15
万
円

○
私
立
高
等
学
校

　
　
　

41
万
円

○
国
公
立
大
学
　
　
　
　

37
万
円

○
私
立
大
学
、
各
種
専
門
学
校

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

58
万
円

償
還
期
間  
５
年
〜
20
年
以
内
（
据

置
期
間
６
カ
月
）

必
要
書
類  

合
格
通
知
書

申
込
期
限  

平
成
28
年
３
月
31
日

【
修
学
資
金
】

貸
付
限
度
額
（
月
額
）

○
国
公
立
高
等
学
校

１
万
８
千
円

○
国
公
立
高
等
専
門
学
校

　

２
万
１
千
円

○
私
立
高
等
学
校　
　

　

３
万
円

○
国
公
立
大
学　

　

４
万
５
千
円

○
私
立
大
学　

　

　

５
万
４
千
円

○
短
期
大
学
、
専
修
学
校
（
専
門

課
程
）　

　
　
　
　
　

５
万
３
千
円

償
還
期
間  

５
年
〜
20
年
以
内
（
据

置
期
間
６
カ
月
）

必
要
書
類  

在
学
証
明
書

申
込
期
限  

随
時

【
就
職
支
度
資
金
】

貸
付
限
度
額  

10
万
円

償
還
期
間  

６
年
以
内
（
据
置
期
間

１
年
）

必
要
書
類  

採
用
通
知
書

申
込
期
限  

随
時

申
込
・
問
合
せ
先  

市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
係 

☎
52
―
３
１
６
８

Ｃ
Ｏ
．
Ｃ
Ｏ
．
フ
レ

〜
夕
張
高
校
吹
奏
楽
局
演
奏
会
〜

と　

き　

12
月
９
日 

午
後
４
時
30

分 

〜
５
時
30
分

と
こ
ろ　

夕
張
高
等
養
護
学
校

問
合
せ
先　

夕
張
高
等
養
護
学
校 

☎
56
―
５
５
３
０

セーフティコールゆうばり

冬の交通安全運動に向けた３つの重点項目
◆高齢者の交通事故防止
◆凍結路面などのスリップによる交通事故の防止
◆飲酒運転の根絶
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開
局
日　

12
月
22
日

チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
方
法

テ
レ
ビ
リ
モ
コ
ン
の
７
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
押
す
↓
映
ら
な
い
場
合
↓
設

定
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
ス
キ
ャ
ン
）

※
メ
ニ
ュ
ー
ま
た
は
受
信
設
定
な
ど

か
ら
チ
ャ
ン
ネ
ル
ス
キ
ャ
ン
を
選
択
。

◆
試
験
放
送
期
間
は
、
調
整
の
た

め
放
送
を
停
止
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◆
地
形
な
ど
が
原
因
で
受
信
障
害
が

発
生
す
る
と
き
は
、
ア
ン
テ
ナ
の
調

整
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
電

器
店
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

受
信
に
関
す
る
問
合
せ
先　

テ
レ
ビ
北
海
道
視
聴
者
セ
ン
タ
ー 

☎
０
１
１
―
２
１
８
―
１
５
０
７

問
合
せ
先　

市
ま
ち
づ
く
り
企
画
室 

☎
52
―
３
１
４
１

緑
ヶ
丘
保
育
園

　
　
　
　

ク
リ
ス
マ
ス
会

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
！
参
加
は
無
料
で
す
。

と　

き　

12
月
18
日 

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　

緑
ヶ
丘
保
育
園

申
込
期
限　

12
月
11
日

※
準
備
の
た
め
、
事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

緑
ヶ
丘
保
育
園 

☎
52
―
１
７
０
０

12
月
は
市
税
・
保
険
料
な
ど
の

年
末
滞
納
処
分
強
化
月
間

市
税
・
保
険
料
な
ど
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
付

さ
れ
た
方
と
の
公
平
を
保
ち
滞
納

の
解
消
を
図
る
た
め
、
12
月
を
「
滞

納
処
分
強
化
月
間
」
と
し
、
空
知

総
合
振
興
局
と
共
同
で
徴
収
対
策

を
強
化
し
ま
す
。

「
預
貯
金
・
給
与
・
年
金
の
差
押

え
」、「
生
命
保
険
の
差
押
え
」「
動

産
・
不
動
産
の
差
押
え
」「
自
動
車
・

軽
自
動
車
な
ど
の
差
押
え
」
を
集

中
的
に
行
い
ま
す
。

延
滞
金
だ
け
を
滞
納
し
て
い
る

場
合
で
も
差
押
え
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
も
う
一

度
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
納
め
忘

れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
め
ら
れ
な
い
事
情
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
必
ず

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　市

収
納
係 

☎
52
―
３
１
２
９

高
齢
者
世
帯
特
別
査
察
の
結
果

消
防
署
と
消
防
団
で
は
、
10
月

15
日
か
ら
31
日
ま
で
、
秋
の
火
災

予
防
運
動
期
間
中
に
、
75
歳
以
上

の
高
齢
者
世
帯
１
、２
５
４
戸
を
対

象
に
防
火
査
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

最
も
多
か
っ
た
指
摘
は
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
未
設
置
で
し
た
。

夕
張
市
で
は
既
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
未
設
置
の
住
宅
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

火
災
が
発
生
し
た
と
き
、
目
で
煙

や
炎
を
見
た
り
、
鼻
で
焦
げ
臭
い
に

お
い
を
感
じ
た
り
、
耳
で
パ
チ
パ
チ
と

い
う
音
を
感
じ
た
り
と
、五
感
に
よ
っ

て
気
が
付
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
就

寝
中
や
仕
切
ら
れ
た
部
屋
な
ど
で
、

物
事
に
集
中
し
て
い
る
と
き
な
ど
は

火
災
に
気
が
付
く
の
が
遅
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
住
宅
内
で
の
火
災

の
発
生
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
知

ら
せ
て
く
れ
る
の
が
住
宅
用
火
災
警

報
器
で
す
。
火
災
か
ら
尊
い
命
を
守

る
た
め
に
も
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。
適
切
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
維
持
管
理
が
重
要
で

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
き
ち
ん
と

作
動
す
る
よ
う
、
年
に
一
度
作
動
確

認
と
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
。

次
い
で
指
摘
が
多
か
っ
た
の
は
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
に
可
燃
物
が
近
い

と
い
う
指
摘
で
し
た
。
就
寝
中
に

何
ら
か
の
は
ず
み
で
寝
具
が
使
用

中
の
ス
ト
ー
ブ
に
触
れ
た
り
、
ス

ト
ー
ブ
で
洗
濯
物
の
乾
燥
を
す
る

な
ど
、
暖
房
以
外
の
目
的
で
使
用

し
た
こ
と
が
原
因
で
火
災
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
の

周
り
に
は
衣
類
や
寝
具
類
、
紙
な

ど
の
可
燃
物
を
置
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

一
人
ひ
と
り
が
防
火
に
関
す
る

意
識
と
行
動
力
を
高
め
、
火
災
か

ら
尊
い
命
、
貴
重
な
財
産
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先市

消
防
署 

☎
53
―
４
１
２
２

高
齢
者
生
活
実
態
調
査

高
齢
者
の
生
活
実
態
を
把
握
し
、

高
齢
者
保
健
福
祉
政
策
・
介
護
保

険
事
業
の
検
討
資
料
と
す
る
た
め

「
高
齢
者
生
活
実
態
調
査
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

方
で
、
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を

受
け
て
い
な
い
方

調
査
方
法　

無
作
為
で
１
、０
０
０

人
を
抽
出
し
、
調
査
票
を
該
当
者
に

郵
送
で
配
付
し
て
い
ま
す
。
調
査
票

が
届
い
た
方
は
、
回
答
の
う
え
返

信
用
封
筒
に
入
れ
、
平
成
28
年
１
月

８
日
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

（
切
手
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

※
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
予
防
事
業
の
た

め
の
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
の
で

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
介
護
保
険
係 

☎
52
―
３
１
６
４

ユ
ー
パ
ロ
幼
稚
園

平
成
28
年
度
園
児
募
集

募
集
対
象　

３
・
４
歳
児 

平
成
23
年

４
月
２
日
〜
平
成
25
年
４
月
１
日
生

ま
れ　

５
歳
児 
平
成
22
年
４
月
２
日

〜
平
成
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ

保
育
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
15
分
（
行

事
な
ど
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。）

延
長
保
育　

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
後
１
時
15
分
〜
午
後
３
時
45
分

（
行
事
な
ど
に
よ
り
実
施
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

送　

迎　

通
園
バ
ス
に
よ
る
送
迎
が

あ
り
ま
す
。

受
付
期
間　

平
成
28
年
１
月
６
日
〜

１
月
29
日

※
１
月
下
旬
に
幼
稚
園
の
公
開
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

ユ
ー
パロ
幼
稚
園 

☎
59
―
５
５
７
５

清
水
沢
地
区 

テ
レ
ビ
北
海
道

（
Ｔ
Ｖ
ｈ
）
の
放
送
開
始

民
法
テ
レ
ビ
局
「
テ
レ
ビ
北
海

道
（
Ｔ
Ｖ
ｈ
）」
の
放
送
が
清
水
沢

地
区
で
開
始
さ
れ
ま
す
。

既
に
試
験
放
送
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
す
れ
ば

放
送
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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夕
張
市
成
人
祭

と　

き　

平
成
28
年
１
月
10
日 

午

後
２
時
〜
４
時
（
受
付
午
後
１
時
）

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

対
象
者　

平
成
７
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

※
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
に

は
、
12
月
上
旬
ま
で
に
案
内
状
を

送
付
し
ま
す
。
住
民
登
録
を
市
外

へ
移
し
た
方
で
、
夕
張
市
成
人
祭
へ

の
出
席
を
希
望
す
る
方
は
、
12
月

21
日
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　市教

育
係 

☎
52
―
３
１
６
６

源
泉
徴
収
票
へ
の
個
人
番
号
の

記
載
に
つ
い
て

市
に
提
出
す
る
平
成
28
年
分
の

源
泉
徴
収
票
に
個
人
番
号
の
記
載

は
不
要
で
す
。

税
務
署
に
提
出
す
る
源
泉
徴
収

票
・
決
定
調
書
に
は
個
人
番
号
の

記
載
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nta.go.jp/

m
ynum

berinfo/index.htm

問
合
せ
先  

岩
見
沢
税
務
署 

☎
０
１

２
６
―
22
―
０
８
１
０
音
声
案
内
２

ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

※
リ
フ
ト
を
使
用
し
ま
す
の
で
、

リ
フ
ト
代
が
か
か
り
ま
す
。
幼
児

ス
キ
ー
教
室
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

申
込
み
先  

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

☎
56
―
６
０
４
６
（
月
曜
休
館
）

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

と　

き　

12
月
16
日 

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　

容　

絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み

聞
か
せ
、
笑
劇
場
「
あ
わ
て
ん
ぼ

う
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」、
工
作
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど

問
合
せ
先  

図
書
コ
ー
ナ
ー 

☎
56
―
６
６
０
１

新
春
書
き
初
め
大
会

参
加
者
募
集

対　

象　

幼
児
か
ら
一
般

と　

き　

平
成
28
年
１
月
８
日 

午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

参
加
料　

３
０
０
円

定　

員　

20
人

申
込
期
限　

12
月
25
日

持
ち
物　

書
道
用
具
一
式

※
当
日
会
場
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先  

市
教
育
係 

☎
52
―
３
１
６
６

教
育
行
政
の
執
行
状
況
点
検

評
価
報
告
書
の
閲
覧

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
26
年

度
の
主
な
事
務
事
業
の
管
理
と
執

行
状
況
に
つ
い
て
、
よ
り
良
い
教

育
行
政
の
推
進
に
役
立
て
る
た
め
、

自
ら
点
検
評
価
し
、
外
部
評
価
委

員
会
の
評
価
と
意
見
を
併
せ
「
平

成
27
年
度
教
育
行
政
の
執
行
状
況

に
関
す
る
点
検
評
価
報
告
書
」
と

し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

報
告
書
は
、
議
会
に
提
出
す
る

と
と
も
に
、
夕
張
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
教

育
委
員
会
事
務
局
と
南
支
所
に
も

置
い
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　市教

育
係 

☎
52
―
３
１
６
６

清
水
沢
駅
の
思
い
出
展

清
水
沢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
「
清

水
沢
駅
の
思
い
出
展
」
を
開
催
。

人
々
の
記
憶
の
中
に
あ
る
清
水

沢
駅
と
駅
前
の
街
並
み
に
フ
ォ
ー

カ
ス
を
当
て
、
国
鉄
時
代
の
石
炭

列
車
や
大
夕
張
鉄
道
線
の
写
真
な

ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

開
催
期
間　

平
成
28
年
８
月
末
ま

で
（
予
定
）
入
場
無
料

開
催
場
所　

Ｊ
Ｒ
清
水
沢
駅
待
合
室

問
合
せ
先　

清
水
沢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

☎
０
５
０
―
５
５
８
５
―
７
６
７
６

清
水
沢
地
区
で
Ｊ
Ｒ
定
期
券
を

購
入
で
き
ま
す

清
水
沢
駅
前
の
文
化
堂
で
、
Ｊ

Ｒ
定
期
券
を
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

申
し
込
み
か
ら
定
期
券
の
引
き

渡
し
ま
で
数
日
か
か
り
ま
す
の
で
、

お
急
ぎ
の
方
は
新
夕
張
駅
の
窓
口

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始　

12
月
１
日

申
込
み
先　

文
化
堂　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

（
※
日
曜
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

定
期
券
引
渡
し　

毎
週
木
曜
日　

午
後
７
時
〜
８
時

問
合
せ
先　

Ｊ
Ｒ
新
夕
張
駅 

☎
58
―
２
０
１
４

ご
存
知
で
す
か
？

　
　
　

無
期
転
換
ル
ー
ル

平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
、
有

期
労
働
契
約
が
反
復
更
新
さ
れ
て

５
年
を
超
え
た
と
き
は
、
労
働
者

の
申
し
込
み
に
よ
り
期
間
の
定
め

の
な
い
労
働
契
約
（
無
期
労
働
契

約
）
に
転
換
で
き
る
ル
ー
ル
で
す
。

詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

北
海
道
労
働
局
労

働
基
準
部
監
督
課 

☎
０
１
１
―

７
０
９
―
２
３
１
１

自
衛
官
募
集

◆
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

受　

付　

通
年

年　

齢　

18
歳
以
上
〜
27
歳
未
満

◆
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
男
子
）

受　

付　

平
成
28
年
１
月
８
日
ま
で

年　

齢　

中
学
校
卒
業
（
見
込
み
）

〜
17
歳
未
満

問
合
せ
先　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

本
部
恵
庭
地
域
事
務
所 

☎
０
１
２

３
―
34
―
５
４
３
８

教 室 名
対   象
開 催 日

時   間

開催場所
定   員
受 講 料
申込期限

小学生スキー教室
小学生

平成 28 年 1 月 9・10・11・16・17 日
午前 10 時～午後 2時 30 分

（午前11時30分～午後1時までは昼食休憩）
マウントレースイスキー場

先着 １００人
５，０００円

平成２８年１月５日（火）
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芸術・文化体験教室　11月10日（夕張中学校）
学校支援ボランティアが講師となり、生け花、浴衣の着付け、箏

こと

、夕
張太鼓、アート書道の中から自分で２つ選び体験した「芸術・文化体験
教室」。幅広い経験は感性を育み可能性が広がります。講師の皆さんも
生徒との交流を楽しみました。

デマンド交通実証実験　11月１日～１月３１日（南部地区）
利用者が減っている公共交通を維持するために、デマン
ド交通は有効活用できるのか。多くの方に利用していただ
き、皆さんの声を聴かせてください。

音楽発表会　10月17日（文化スポーツセンター）
市内の音楽団体などが一堂に会した第 58回音楽発
表会。JaXonさんが中西圭三さんと共に作ったオリジ
ナル曲「夕張のうた」もお披露目され、会場のみんな
で歌いました。

学習発表会　10月31日（ゆうばり小学校）
１年生の「ぼくたちは夕張の希望のタネです」という器楽で

のセリフから、６年生の「これまでの夕張を学び未来を考える」
総合劇まで、各学年の一生懸命な発表に、子どもたちのため
に大人は今、何ができるのか考えさせられました。
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受
付
時
間　

午
後
５
時
30
分
〜
翌

朝
午
前
８
時
30
分 

問
合
せ
先 市

市
民
係 

☎
52
―
３
１
０
４

●
市
営
浴
場
の
営
業

  

宮
前
町
・
真
谷
地
・
清
陵
浴
場
は

次
の
と
お
り
の
営
業
と
な
り
ま
す
。

12
月
31
日
・
１
月
３
日　

午
後
２
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で
営
業
し
ま
す
。

※
真
谷
地
浴
場
は
12
月
30
日
休
業
。

１
月
１
日
・
２
日　

休
業
し
ま
す
。

１
月
４
日
か
ら
各
浴
場
と
も
平
常

ど
お
り
営
業
し
ま
す
。

問
合
せ
先  
市
環
境
生
活
係  

☎
52
―
３
１
０
８

平成２７年 11月１日現在
人　口 9,136 人 （－ 69 人）
　男　 4,266 人 （－ 9人）
　女　 4,870 人 （－ 60 人）

世帯数 5,224 世帯 （－ 59世帯）
 （　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、
広
報
ゆ
う
ば
り
１
月
号
は

12
月
29
日
に
配
布
し
ま
す
。

このコーナーに掲載する乳幼児（小学校入学前まで）
の写真をお待ちしています。

送り先　市総務係　（☎５２－３１７０）

父・克巳さん　母・あづささん
紅葉山

板
垣　

清さ
や
か花　

ち
ゃ
ん

平
成
24
年
６
月
10
日
生
ま
れ

こどものへや

発行　夕張市（毎月 1日発行）北海道夕張市本町 4丁目 2番地　☎ 0123-52-3170
編集　総務係　　　　　　　　夕張市ホームページ　http://www.city.yubari.lg.jp

年
末
年
始
の
窓
口

●
戸
籍
の
届
出

市
役
所
は
12
月
31
日
か
ら
１
月

５
日
ま
で
閉
庁
と
な
り
ま
す
。

戸
籍
届
出
の
受
付
場
所
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
日
中
の
受
付
】

受
付
場
所　

本
庁
の
日
直

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
30
分 

☎
52
―
３
１
３
１

【
夜
間
の
受
付
】

※
死
亡
届
出
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

受
付
場
所　

消
防
本
部
（
清
水
沢
宮

前
町
） 

☎
53
―
４
１
２
２

●
ご
み
の
収
集

問
合
せ
先  
市
環
境
生
活
係 

☎
52
―
３
１
０
８

●
し
尿
汲
み
取
り
の
申
し
込
み

年
内
に
汲
み
取
り
を
希
望
す
る

方
は
、
12
月
15
日
ま
で
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先 

夕
張
環
境
清
掃

㈱　

☎
56
―
６
０
０
０

水
道
故
障
の
受
付

12
月
29
日
か
ら
１
月
５
日
ま
で

の
水
道
の
故
障
・
不
具
合
に
つ
い

て
の
対
応
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
12
月
29
日
、
30
日
、
１
月
１
日
、

３
日
、
４
日　

休
み
ま
す

◆
12
月
31
日　

　

日
管
建
設 

☎
52
―
２
５
５
１

◆
１
月
２
日

　

石
川
衛
生
工
業 

☎
０
１
２
６
―

56
―
２
７
８
１

◆
１
月
５
日　

　

泉
工
務
店 

☎
52
―
２
４
３
０

※
こ
の
期
間
の
作
業
料
金
は
割
増

し
と
な
り
ま
す
。

営
業
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

市
営
・
道
営
住
宅
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は
、
市
建
築
住
宅
係
で

対
応
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
上
下
水
道
課 

☎
52

―
３
１
５
２
、
市
建
築
住
宅
係 

☎

52
―
３
１
１
９

冬
期
通
行
の
お
願
い

清
水
沢
３
丁
目
飲
食
店
治
作
さ

ん
地
先
の
急
勾
配
の
坂
道
に
、
通

行
に
つ
い
て
の
お
願
い
看
板
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
通
行
の
際
は
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先  

市
都
市
計
画
土
木
係 

☎
52
―
３
１
５
９

マ
イ
ナ
ン
バ
ー　

通
知
カ
ー
ド

は
届
き
ま
し
た
か
？

　

10
月
か
ら
住
民
票
を
有
す
る
全

て
の
方
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個

人
番
号
）
を
記
載
し
た
「
通
知
カ
ー

ド
」
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

◆
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
住
民
票
と
通
知
カ
ー
ド
の
記
載

が
違
う
場
合
は
、
通
知
カ
ー
ド
、

印
鑑
、
本
人
確
認
資
料
を
持
参
の

う
え
、
市
市
民
係
ま
た
は
南
支
所

へ
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
は
、
市

市
民
係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
市
民
係　

☎
53
―
３
１
０
４

12 月 30 日 水曜日の地区

休みます 休みます

休みます

休みます

休みます

月曜日の地区

火曜日の地区 第 1火曜日の地区

12 月 31 日
～ 1 月 3 日

午前８時 30 分
～午後４時 30 分

午前８時 30 分
～午後４時 30 分

1 月 4 日

一般ごみ 資源ごみ 埋立処分地

1 月 5 日


